
     

No３８  平成２４年１月６日（金） 

明けまして おめでとうございます。本年もどうぞよろしく、お願いいたします。 

○新しい年、２０１２年を迎えました。今年もまた、みなさんにとっ

ても、本校にとっても素晴らしい一年になるようにと願っています。 

「一年の計は元旦にあり」ということで、今年のモットーを 

 「今を大切に生きる」 「前向きに考える」 「挑戦する」 

の３つにして、頑張っていこうと思っています。充実した毎日を過ご

すこと、どんな困難に出会ってもそれを自らを向上させるチャンスと

考えて取り組むこと、意欲的・積極的に何事にも挑戦していくことを 

心掛けていきたいと思います。みなさんも一年の目標を立てたと思い

ます。日々を大切にしながら、その達成に向け、努力してください。 

今年を「昇竜」のごとく、何事も登り（上り）調子になっていく年に。 
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素晴らしい新年となることを祈念して、餅つきを行ないました。・・・１２月２６日（月） 

○１０時前から約２時間かけて、２０ｋｇのもち米で、鏡餅やあんこ餅などを、大勢の生徒と先生が 

一緒になって作りました。秀峰としては初めての餅つきでした。このような楽しい企画も秀峰独特の

行事にしていけたらと思います。寒い中での餅つきでしたが、心が温まりました。ご苦労様でした。 

 

生徒と先生が一緒に餅をつく 

 

餅の温かさを感じながら丸める 

 

見事なお餅ができました。やったー！ 

国道２６８号線のＴ字路の信号機が点灯されました。・・・１９日（月）午後 

 
歩行者、車用の信号機点灯 

○工事が早く終了したので、年末年始

の交通安全を考慮して、信号機が点灯

されました。これで国道横断は安全。 

○今回、信号機が設置された場所に、

明治３９年（1906 年）１２月に「里程

標」が建てられています。105 年前と

現在との大きな違いに、時代の進歩と

歴史を感じさせられました。 
 

里程標(小林駅までの道のり） 

「里程標」＜道ばたなどに立てる、里程（みちのり）を記した標識＞ 

   ☆石柱は、風化している部分もあり、彫られた文字は判読しにくいものもありましたが、たぶん、 

４つの面は下記の内容だと思います。 

・小林駅 拾四町貮拾九間五尺  ・宮崎？？ 拾四里 西諸縣郡小林村大字堤 

・野尻駅 参里五町拾九間参尺  ・明治三十九年 十二月 建 

 

小林市区長会から、高校体育振興のための助成金をいただきました。・・・２０日（火） 

○小林市区長会の会長・副会長さんと市役

所市民部市民課の職員２名の計４名が来校

され、校長室で、助成金の授与が行なわれ

ました。平成２３年度の体育系部活動の活

躍に、区長会をはじめ地元の方々も喜んで

くださっており、さらなる活躍を期待して

の助成金授与でした。地元が高校生をも育

ててくださっていることを実感しました。   

☆前年度よりも多くの助成金をいただき、ありがとうございました。大切に使わせていただきます。 

秀峰通信『啐啄』 



第５期生徒会役員の任命式を行ないました。・・・２０日（火）１６：００～校長室にて 

 

○１０名の生徒会役員を任命しましたが、今回、秀峰としては、 

初の女子生徒会長の誕生となりました。全員が意欲に満ち溢れ、

今後の活躍が大いに期待されます。次の事項をお願いしました。 

・リーダーシップを発揮し、チームワークで頑張る。 

・「秀峰ブランド」の確立に力を入れていく。 

・お互いが切磋琢磨する雰囲気を醸成していく。 

・ボランティア活動(インターアクトクラブ)に意欲的に取り組む。 

 

平成２３年度「青少年健全育成標語」の優秀作品に、本校生６名が選出されました。 

○「青少年健全育成標語」には、一般・高校生合わせて７６９点の応募があったそうです。一つひと

つの作品は、優劣を付け難く、すばらしいものだったそうです。１月１７日（火）夜、小林中央公民

館にて、表彰式が行なわれる予定です。本校の入賞者と作品は以下のとおりです。 

・優秀賞  商業科３年 松元あかり 「おはよう」で 家族の心に 太陽を 

・優良賞  商業科３年 久木山成美  ありがとう その一言で 笑顔咲く 

・青少年育成市民会議  農業科１年 栢木 真保 

会長特別賞        気づいてよ あのこがさけぶ 心の声を 

・佳 作  商業科２年 東峯ますみ みんなで守ろう 若い命 明るい未来を築くために 

・佳 作  経営情報科２年 北原栞奈 築こうよ 一日一笑 ほのぼの家族 

・佳 作  農業科１年 原 大陸   この街に 笑顔の花を 咲かせよう 

 ※最優秀賞 一般 冨満聖子さん 「 育もう 子どもの笑顔は 未来の希望 」 

 

 

ＡＬＴのエレン先生の家族が、来校されました。 

○御用納めの日の２８日（水）お昼に来校され、約１時間、校長

室で、二人の教頭先生と共に、楽しいひとときを過ごしました。 

２２日に来日（東京）されたそうです。和菓子を食べてもらった

り、まだ飲んだことがないというお抹茶を飲んでいただいたりし

ました。ハンドボール部・新体操部や新燃岳噴火（噴石）の話な

どをしました。日本の伝統・文化や自然などを大いに楽しんで帰

ってほしいと思いました。国際交流になったのでは。 

 

親への「感謝」を常に持って・・・１７歳で初めてフィギュアスケートの世界代表に決まった高校生 

○リンクで練習している時に起きた大震災という恐怖の体験をしつつも世界代表となった羽生結弦

（はにゅう ゆづる）さんが、宮崎日日新聞の「ひと」の欄で紹介されていました。（その一部） 

未曾有の大震災を目の当たりにして、人生観が変わった若者が、初の大舞台への切符を手に 

した。全日本選手権男子で自己最高の３位に入り、来年３月の世界選手権（フランス）代表に 

決定。フィギアスケートの次のエースと期待される１７歳のホープは、今どきの高校生として

は珍しく携帯電話を持たない。「学校に通わせてもらっている。そんな身で携帯を持ちたいとは

言えない。」高校２年生であり、好きな言葉に「初心忘るべからず」を挙げる。 

    「自分の滑りが被災者の方々に少しでも勇気を与えられるならうれしい。」 

「あすという日が」作詞：山本瓔子（ようこ）作曲：八木澤教司  ☆「今を大切に生きる」ために 

大空を 見上げて ごらん      あの道を 見つめて ごらん 

あの 枝を 見上げて ごらん    あの草を 見つめて ごらん 

青空に 手をのばす 細い枝     ふまれても なおのびる 道の草 

大きな 木の実を ささえている   ふまれた あとから 芽ぶいてる 

いま 生きて いること       いま 生きて いること 

いっしょうけんめい 生きること   いっしょうけんめい 生きること 

なんて なんて すばらしい     なんて なんて すばらしい 

あすと いう日が あるかぎり    あすと いう日が くるかぎり 

しあわせを 信じて         自分を 信じて  

あすと いう日が あるかぎり    あすと いう日が くるかぎり 

しあわせを 信じて         自分を 信じて 

 

注連縄（しめなわ） 

門松 

☆2012 年は「世界が大きく変わる！」と言われています。いつの時代にも対応できる「生きる力」を。 


